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【概 要】

研究代表者が率いるカムランド実験は 中核的研究拠点形成プログラムの支援 平成 9， （

年度～平成 15 年度）を得て，平成 14 年度に 1000 トン液体シンチレータニュートリ

ノ／反ニュートリノ観測装置を完成させ，現在データ収集を継続中である。この間，平

（ ）成 14 年 12 月に原子力発電所の原子炉から生成される反電子ニュートリノ 原子炉起源

の消失現象を世界で初めて検出した。この現象は，ニュートリノが質量を持つことに起

因するニュートリノ振動を強く示唆する。本研究は上記の研究をさらに推進し，原子炉起

源，地球起源低エネルギー・反電子ニュートリノの高精度精密測定を行う。これによって，

電子ニュートリノ振動現象の発見と振動パラメター（Δｍ ，sin 2 θ）を高精度で決定2 2

する。また，地球のエネルギー源である地球内部に存在するウランやトリウムの崩壊の

際に放出される反電子ニュートリノ（地球起源）の初検出を目指し，ニュートリノによ

る地球内部エネルギー生成機構を解明する実験的手段を確立することを目的とする。

【期待される成果】

カムランドによる原子炉反電子ニュートリノ消失現象の発見は，今日まで行なわれて

きた電子ニュートリノ振動探索に決着をつけるものである。そして，本研究が目指すニュート

リノ振動特有の現象であるエネルギ分布の歪を高精度で測定し，ニュートリノ振動パラ

メータを決定することは，電子ニュートリノ振動現象の初検出となる。地球起源反 電

子ニュートリノのフラックスとエネルギー分布の精密測定は，地球深部構造，エネルギ

ー源，地球生成・進化史の研究に，初めての実験データを提供する。これによって，

ニュートリノ地球物理学の新しい研究分野が創設される。
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